
学科・学年 単位数

教科書 章 節 単元名・指導項目 小単元 教科書 章 節 単元名・指導項目 小単元

知 考 態 知 考 態

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 知 考 態

〇 〇

知 考 態 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 知 考 態

〇 〇 〇

〇 〇 〇

知 考 態 〇 〇

〇 知 考 態

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

知 考 態 〇 〇

〇 〇

〇 知 考 態

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇 知 考 態

〇 〇 ○ 〇

知 考 態 〇 ○

〇 〇

〇 〇 ○

〇 〇 ○

〇 〇 ○

〇 〇 ○ ○

〇 〇 ○

第２節 数学的帰納法 〇

〇 〇

知 考 態

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇 〇

第２節 統計的な推測

・ある整数の倍数であることを、文字を用いて表現できる

第

２

章

統計的な推測 観点別評価規準

第１節 確率分布

数列とその和

１．数列
２．等差数列とその和
３．等比数列とその和
４．和の記号Σ
５．階差数列
６．いろいろな数列の和
７．漸化式と数列
８．数学的帰納法

・数の並び方に興味をもち、その規則性を発見しようとする意欲がある

・等差数列の項を書き並べて、隣接する項の関係が考察できる
・等差数列の項を書き並べて、隣接する項の和が考察できる

・条件から等比数列の一般項を決定できる
・等比数列の和の公式を、適切に利用して数列の和が求められる

・和の記号Σの意味を理解し、数列の和が求められる

演習＋章末テスト

数

学

Ⅱ

第

１

章

数

学

B

第１節

・仮説検定の考え方や用語について理解し，棄却域について考察したり，母平均に関する主張に
ついて片側検定や両側検定をしたりすることができる演習＋章末テスト

１．確率変数と確率分布
２．確率変数の期待値と分散
３．確率変数の変換
４．確率変数の和と期待値
５．独立な確率変数と期待値・分散
６．二項分布
７．正規分布
８．母集団と標本
９．標本平均とその分布
10．推定
11．仮説検定

・目的に応じて必要となる標本の大きさを区間推定の方法をもとに計算して標本調査を設計する
ことができる

・確率変数が条件を満たす確率や確率分布を求めることができる

・母集団分布と標本分布の関係に着目して，標本平均の平均や標準偏差，標本平均の分布の特徴
について考察を深めることができる

観点別評価規準

・相互関係を利用して，三角関数を含む簡単な式の値を求めることができる。

観点別評価規準
・指数や指数法則を整数から有理数，実数の範囲に拡張できるこ とを理 解して いる

・平均の速さと瞬間の速さに興味をもち、平均変化率や微分係数との関連を考察しようとする
・種々の関数の極限値について、興味・関心をもって考察しようとする

・数列の規則性の発見に、階差数列が利用できる
・初項から第n項までの和に着目して、一般項を考察できる

・和の求め方の工夫をして、数列の和が求められる

・おき換えや工夫を要する複雑な漸化式について、考察しようとする
・確率の問題に漸化式が利用できることに興味、関心をもち、問題解決に利用しようとする

・確率変数の平均と分散，標準偏差について理解し，求めることができる

ベクトルと平面図形

・線分の内分点、外分点を位置ベクトルで表す公式を理解している
・三角形の重心の位置ベクトルを表す公式を理解している
・ベクトルで表された等式を、位置ベクトルを用いて証明できる

数

学

Ⅲ

数

学

C

・二項分布および正規分布の特徴に着目し，二項分布の正規分布による近似を利用して，二項分
布で表される確率を考察することができる

・母平均，母分散，母標準偏差を求めることができる

・確率変数とXとaX+bにおけるそれらの値の関係について理解し，求めることができる

・確率変数の和の平均，および独立な確率変換の積の平均や和の分散を求めることができる

・直線上・平面上を運動する点の速度・加速度を考察しようとする
・ベクトルの成分を微分することによって，速度ベクトル・加速度ベクトルが求められることを理
解し，実際に求めることができる
・等速円運動、角速度の定義を理解し，等速円運動をしている点の速度・加速度の関係が調べられ
・微分係数の意味を考えることで，関数の近似式を考察しようとする。
・導関数を利用して，関数の近似式を作ったり，近似値を求めることができる

第

1

章

平面上のベクトル 観点別評価規準

第１節 平面上のベクトル
とその演算

１．平面上のベクトル
２．ベクトルの演算
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．ベクトル方程式

・平面上の図形の移動、力、速度など身近な例からベクトルで表されるものを見つけようとする

・和や差における逆ベクトルや零ベクトルの役割を理解している

演習＋章末テスト
・媒介変数表示の利便さを理解している
・曲線の媒介変数表示を理解し、媒介変数で表された関数の導関数が求められる

観点別評価規準

第１節 導関数の応用

１．接線と法線
２．平均値の定理
３．関数の値の変化
４．関数の最大と最小
５．関数のグラフ
６．方程式，不等式への応用
７．速度と加速度
８．近似式

・微分係数の意味を理解しており，接線および法線の方程式が求められる

第２節 速度と近似式

演習＋章末テスト

第

３

章

微分法 観点別評価規準

第５章

第

２

章

１．微分係数と導関数
２．導関数の計算
３．いろいろな関数の導関数
４．第ｎ次導関数
５．関数のいろいろな表し方と
導関数

・微分係数の図形的意味を考察する
・微分係数、微分可能の定義と、その図形的意味を理解している
・微分可能性と連続性の関係について、興味・関心を持つ
・連続性が微分可能性の必要条件ではあるが、十分条件ではないことを理解している
・様々な導関数の性質や公式に興味をもち、定義に基づいて証明しようとする
・導関数の性質、積の導関数、商の導関数、合成関数の微分法、逆関数の微分法を定義に基づいて
証明できる

・対数微分法を利用して、複雑な関数を微分できる
・自然対数の底eを考える必要性に興味をもち、考察しようとする

・第n次導関数の定義とその表現方法を理解し、種々の関数の第n次導関数が求められる

１．数列の極限
２．無限等比数列
３．無限級数
４．関数の極限
５．三角関数と極限
６．関数の連続性

・簡単な無限数列の極限を、グラフなどで直観的に考察しようとする
・不定形を解消するように数列の式を変形することにより、無限数列の収束、発散を考察できる

・無限等比数列の極限を、公比の値で場合分けして考察できる
・漸化式で表された数列の項の決まり方をグラフを利用して視覚化することで、極限を考察できる

・無限級数の収束、発散をその部分和から調べられる
・無限等比級数の和の公式とその利用法を理解している

第２節 関数の極限

・簡単な関数の極限を、グラフなどで直感的に考察しようとする
・グラフを利用して、関数の極限が正・負の無限大に発散する場合を考察しようとする

・三角関数の極限について考察できる
・関数の極限値の大小関係（はさみうちの原理）を用いて、極限値が求められる
・三角関数の極限を応用して、図形的な問題を処理することができる

演習＋章末テスト
・これまでにグラフを利用して、方程式の実数解の有無を調べてきたが、その根拠が中間値の定理
にあることを理解している

・分数関数の定義を理解し、そのグラフをかくことができる
・分数関数のグラフと直線の共有点の座標が求められる
・分数不等式を解くことができる

・無理関数のグラフと直線の共有点の座標を、連立方程式の実数解に読み替えて考察できる
・無理不等式の解を、無理関数のグラフと直線の上下関係に読み替えて考察できる

演習＋章末テスト
・逆関数、合成関数の考え方に興味・関心を示す
・逆関数を求める手順を理解している
・合成関数を求める手順を理解している

極限 観点別評価規準

評価の観点

数列

5

科目の目標

第

１

章

関数

第３章

１．分数関数
２．無理関数
３．逆関数と合成関数

第１節 数列の極限

学習計画

数学における基本的な概念，原理・法則などを体系的に
理解し，基礎的な知識を身に付けている。
数学において，事象を数学的に表現・処理する仕方や推
論の方法などの技能を身に付けている。

趣旨

主体的に学習に取り組む態度
数学における考え方や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認識し，それらを事象の考察に活用して数学的な考え方に基づいて判
断しようとする。

使用副教材

4STEP 数学Ⅱ＋B，Ⅲ(数研出版)

進研 WINSTEP 数学Ⅱ+B,C Standard （Learn-S）

使用教科書

数学Ⅱ，B，C，Ⅲ

令和５年度 理数数学Ⅱ シラバス（2学年理数科・外進生）

思考力・表現力・判断力
数学において，事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り
返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方
や考え方を身に付けている。

科目名

理数科・2学年理数数学Ⅱ

評価の観点 知識・技能

数学における概念や原理・法則についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。

第２節

1学期

2学期

到達目標を達成できたか
Ａ（８０％以上）　　、　Ｂ（６５％以上）

・独立な確率変数の平均と分散，標準偏差について理解し，求めることができる

・二項分布に従う確率変数について，平均や分散，標準偏差を求めることができる

Ｃ（４０％以上）　　、　Ｄ（４０％以下）
自己評価

学年末

次学期（次年度）に向けての課題

第

４

章

微分法の応用

・導関数を利用して，グラフを書くことができ，関数の最大値・最小値が求められる

・変曲点の定義を理解し，変曲点が求められる
・第2次導関数を利用して，増減表を書かなくても極値が求められる

・方程式や不等式を関数的観点でとらえ，微分法を利用して解決しようとする
・導関数を利用して関数のグラフを書くことにより，不等式の証明問題，方程式の実数解の個数問
題等を解くことができる

・位置ベクトルを用いて平面図形についての命題を証明しようとする

演習＋章末テスト
・直線上の点を位置ベクトルで考察し、直線のベクトル方程式と関連づけることができる

第

2

章

空間のベクトル

評価の観点

・平均値の定理と，その図形的意味を理解し，定理を利用して不等式を証明できる

・平均値の定理を利用して導関数の符号と関数の増減の関係を証明する方法を理解している
・導関数を利用して極値が求められる

観点別評価規準
・座標空間において、点の座標、２点間の距離が求められる

・空間のベクトルと平面のベクトルを比較して考察しようとする

・空間のベクトルの成分を座標空間と関連づけて考察できる

・成分表示されたベクトルを、２つのベクトルの１次結合の形に表現できる

・大きさとなす角でベクトルの内積を計算することができる
・成分表示されたベクトルの内積を計算することができる
・ベクトルのなす角を、内積を利用して求めることができる
・ベクトルの垂直条件を理解し、計算に利用できる

観点別評価規準

第２章

１．空間の座標
２．空間のベクトル
３．ベクトルの成分
４．ベクトルの内積
５．位置ベクトル
６．ベクトルと図形
７．座標空間における図形

・ベクトルの内積を、平面から空間へ拡張して考察できる

・位置ベクトルの一意性を理解し、図形の性質を証明できる

・３点が一直線上にあることをベクトルで表現して利用できる
・３点で定まる平面上に点Pがあることを、ベクトルで表現して利用できる
・ベクトルの分解の一意性を理解し、計算に利用できる
・線分の長さ、垂直条件をベクトルの内積で表現して考察できる

演習＋章末テスト
・球面の方程式に興味をもち、考察しようとする

第

３

章

図形と方程式 観点別評価規準

第１節 点と直線

１．直線上の点
２．平面上の点
３．直線の方程式
４．２直線の関係
５．円の方程式
６．円と直線
７．２つの円
８．軌跡と方程式
９．不等式の表す領域

・座標を用いて，数直線上，座標平面上の 2 点間の距離を表すことができる

・平面上の 2 点間の距離を，様々な場面に利用することができる

・座標平面上の直線が 1 次方程式で表されることを理解し，与えられた条件を満たす直線の方程
式を求めることができる

第２節 円

・座標平面上の点の位置について，2 直線の関係を用いて考察することができる
・図形の性質について，図形を座標平面上で表して考察しようとしている

・座標平面上の円がどのような方程式で表されるかを理解している。また，与えられた条件を満
たす円の方程式を求めることができる
・座標平面上の円の方程式について，円の決定条件と関連付けて考えようとしている

・円の接線の方程式を利用して，円の外部から引いた接線の方程式を考察することができる

第３節 軌跡と領域

・座標平面上の 2 つの円の位置関係について調べることができる

・軌跡について理解し，さまざまな軌跡の方程式を求めることができる

演習＋章末テスト
・不等式の表す領域を命題の証明やaX+bYの最大・最小問題に応用することができる

第

4

章

三角関数 観点別評価規準

第１節 三角関数

１．一般角と弧度法
２．三角関数
３．三角関数の性質
４．三角関数のグラフ
５．三角関数の応用
６．加法定理
７．加法定理の応用
８．三角関数の合成

・弧度法を理解し，角度を度数法で表したり弧度法で表したりすることができる

・三角比の拡張として三角関数の定義を理解する
・鈍角の三角比の定義をもとに，三角関数の定義を考えようとしている

第２節 加法定理

・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察することができる

・単位円やグラフを利用して三角関数を含む方程式や不等式を解くことができる
・三角関数の値域を考えることで，三角関数を含む複雑な関数の最大値，最小値を求めることが
できる

演習＋章末テスト

・三角関数の加法定理から新たな性質を導こうとしている

・2 倍角の公式や反角の公式について理解し，それらを利用して三角関数の値を求めることがで
きる
・2 倍角の公式を利用して三角関数を含む方程式や不等式を解くことができる

・三角関数の加法定理を利用して三角関数の合成を考察することができる
・三角関数の合成について理解し，異なる三角関数の和を 1 つの三角関数の式で表すことができ
る

第

５

章

指数関数と対数関数

第１節 指数関数

１．指数の拡張
２．指数関数
３．対数とその性質
４．対数関数
５．常用対数

第２節 対数関数

演習＋章末テスト

第

6

章

微分法と積分法

第１節 微分係数と導関数

１．微分係数
２．導関数
３．接線
４．関数の値の変化
５．最大値・最小値
６．関数のグラフと方程式・不等式
７．不定積分
８．定積分
９．面積

・指数関数の式とグラフの関係について，表の観察や他のグラフとの比較を通して多面的に考察
することができる

・対数関数の値域に注意して，対数関数を含む関数の最大値，最小値を求めることができる。

・常用対数について学んだことを，日常の事象の問題解決に生かそうとしている

観点別評価規準

・指数と対数，または指数法則と対数の基本的な性質を相互に関連付けて考察することができる

・導関数を利用して微分係数が求められることを理解している

・微分係数の図形的な意味と、直線の方程式の公式から、接線の方程式の公式を考えることがで
きる
・定点Cから曲線に接線を引くとき、接点Aにおける接線が点Cを通ると読み替えることができる

・関数の増減や極値を調べるのに、増減表を書いて考察している
・関数の極値から関数を決定する際に、必要十分条件に注意している

・最大値、最小値と極大値、極小値との違いを、明確に意識して考察できる

・導関数を利用して、方程式の実数解の個数問題、不等式の証明問題を解くことができる

・積分法が微分法の逆演算であることから、不定積分を求めようとする

・定積分が、図形の計量に関して有用であることを認識している
・上端が変数xである定積分を、xの関数とみることができる

・面積を求める際には、グラフの上下関係、積分範囲などを図をかいて考察している
・導関数や不定積分の公式を利用して、微分や定積分の計算を工夫して行うことができる

第２節 導関数の応用

第３節 積分法

演習＋章末テスト


